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◇　

決
着
の
日

　

二
〇
二
三
年
三
月
三
〇
日
、
Ｊ
Ｒ
根
室
線
（
滝
川

－

根

室
：
四
四
三
・
三
㎞
）
の
う
ち
富
良
野

－

新
得
間
（
八
一
・

七
㎞
）
が
二
〇
二
四
年
三
月
三
一
日
の
運
行
を
も
っ
て
廃

止
さ
れ
、同
年
四
月
一
日
よ
り
バ
ス
転
換
さ
れ
る
こ
と
が
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
社
と
沿
線
自
治
体
と
の
間
で
合
意
さ
れ
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
社
が
二
〇
一
六
年
一
一
月
に
「
当
社
単
独
で
は
維

持
す
る
こ
と
が
困
難
な
線
区
」
と
し
て
提
示
し
た
一
三
線

区
の
う
ち
、
輸
送
密
度
が
特
に
低
く
、
廃
止
・
バ
ス
転
換

の
提
案
を
し
た
五
線
区
に
つ
い
て
、
す
べ
て
が
同
社
の
提

案
ど
お
り
廃
止
・
バ
ス
転
換
さ
れ
る
こ
と
で
決
着
し
た
と

も
報
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
た
二
〇
二
三
年

三
月
三
一
日
は
、
同
五
線
区
の
う
ち
の
一
つ
留
萌
線
・
石

狩
沼
田

－

留
萌
間
（
三
五
・
七
㎞
）
の
最
終
運
行
日
と
も

重
な
っ
て
い
た
。

  

◇　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
社
に
よ
る
二
〇
一
六
年
の
提
案

　

二
〇
二
三
年
五
月
時
点
か
ら
振
り
返
る
と
約
六
年
半
前

に
当
た
る
二
〇
一
六
年
一
一
月
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
社
は
『「
当

社
単
独
で
は
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
線
区
」に
つ
い
て
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
文
書
を
発
表
し
、
道
内
で
は
当
時
大

き
な
衝
撃
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
同
社
管
轄
の
鉄
道
路
線
お
よ
び
線
区
を

以
下
の
①
～
③
の
と
お
り
区
分
し
、
こ
の
う
ち
特
に
①
に

つ
い
て
、
沿
線
自
治
体
の
関
係
者
な
ど
に
向
け
て
、
今
後

の
鉄
路
の
存
廃
に
関
す
る
対
応
方
針
を
提
案
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

①　

当
社
単
独
で
は
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
線
区
（
一
三
線

区
）

ａ　

輸
送
密
度
二
〇
〇
人
未
満
の
線
区
（
三
線
区
）

ｂ　

輸
送
密
度
二
〇
〇
人
以
上
二
〇
〇
〇
人
未
満
の
線
区

（
八
線
区
）

ｃ　

既
に
話
し
合
い
を
始
め
て
い
る
線
区
（
二
線
区
）

②　

当
社
が
維
持
可
能
な
線
区
等
（
一
一
線
区
）

ａ　

当
社
単
独
で
維
持
可
能
な
線
区
（
八
線
区
）

ｂ　

北
海
道
高
速
鉄
道
開
発
（
株
）
関
連
線
区
（
二
線
区
）

ｃ　

北
海
道
新
幹
線
（
一
線
区
）

③　

北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来
線
（
二
線
区
）

　

冒
頭
で
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
社
が
廃
止
・
バ
ス
転
換
の
提
案

を
し
た
五
線
区
」
と
称
し
た
の
は
、右
記
の
区
分
の
う
ち
、

①

－

ａ
（
三
線
区
）
と
①

－

ｃ
（
二
線
区
）
を
合
わ
せ
た

も
の
に
該
当
す
る
。
①

－

ｃ
「
既
に
話
し
合
い
を
始
め
て

い
る
線
区
」
に
区
分
さ
れ
た
二
線
区
も
、
前
出
の
文
書
掲

載
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
輸
送
密
度
は
い
ず
れ
も
二
〇
〇

を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
線
区
は
全
て
「
輸
送
密

度
二
〇
〇
人
未
満
の
線
区
」
と
一
括
で
き
る
。
五
線
区
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

石
勝
線　

新
夕
張

－

夕
張
間
（
一
六
・
一
㎞
）

②　

札
沼
線　

北
海
道
医
療
大
学

－

新
十
津
川
間（
四
七
・
六
㎞
）

③　

日
高
線　

鵡
川

－

様
似
間
（
一
一
六
・
〇
㎞
）

④　

留
萌
線　

留
萌

－

深
川
間
（
五
〇
・
一
㎞
）

⑤　

根
室
線　

富
良
野

－

新
得
間
（
八
一
・
七
㎞
）

　

こ
れ
ら
五
線
区
に
関
す
る
対
応
と
し
て
Ｊ
Ｒ
北
海
道
社

が
提
案
し
た
の
は
、
当
該
線
区
の
鉄
道
路
線
の
廃
止
と
バ

ス
等
へ
の
転
換
で
あ
り
、
こ
の
提
案
が
二
〇
二
三
年
三
月

末
を
も
っ
て
全
線
区
で
合
意
さ
れ
た
（
付
表
１
）。

　

◇　

廃
止
五
線
区
の
概
要

　

五
線
区
の
う
ち
、
本
稿
執
筆
時
点
の
二
〇
二
三
年
五
月

で
す
で
に
廃
止
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
社
か

ら
の
提
案
に
先
ん
じ
て
沿
線
自
治
体
（
夕
張
市
）
の
側
か

ら
廃
線
を
提
案
し
た
石
勝
線
・
新
夕
張

－

夕
張
間
（
夕
張

支
線
）、
札
沼
線
・
北
海
道
医
療
大
学

－

新
十
津
川
間
、
日

高
線
・
鵡
川

－

様
似
間
の
三
線
区
と
、
留
萌
線
・
留
萌

－

深

川
間
の
一
部
で
あ
る
。
留
萌
線
だ
け
は
二
段
階
廃
止
で
合
意

さ
れ
て
お
り
、
石
狩
沼
田

－

留
萌
間
の
廃
止
を
先
行
し
、
こ

れ
を
二
〇
二
三
年
三
月
末
を
も
っ
て
廃
止
し
、
残
り
の
石
狩

沼
田

－

深
川
間
に
つ
い
て
は
三
年
後
の
二
〇
二
六
年
三
月
末

を
も
っ
て
廃
止
す
る
予
定
で
あ
る
。
最
後
に
決
着
し
た
根
室

線
・
富
良
野

－

新
得
間
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
二

提
案
か
ら
６
年
余
、
道
内
鉄
道
５
線
区
、
廃
止
・

バ
ス
転
換
で
決
着

TOPIC
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〇
二
四
年
三
月
末
を
も
っ
て
廃
止
の
予
定
で
あ
る
。

　

同
五
線
区
の
廃
止
に
よ
り
、
営
業
キ
ロ
に
し
て
計
三
一

一
・
五
㎞
の
鉄
路
が
消
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｒ

北
海
道
社
の
管
轄
す
る
全
路
線
の
営
業
キ
ロ
の
総
計
二
六

七
五
・
七
㎞
（
二
〇
一
六
年
一
一
月
時
点
）
の
一
一
・
六
％

を
占
め
る
規
模
で
あ
る
。
ま
た
、
計
六
四
の
駅
が
そ
の
役

目
を
終
え
、
沿
線
自
治
体
の
う
ち
一
二
市
町
で
域
内
を
走

る
鉄
路
が
消
え
る
こ
と
に
な
る
。

  

廃
止
五
線
区
の
う
ち
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
社
が
二
〇
一
六
年

一
一
月
に
『「
当
社
単
独
で
は
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な

線
区
」
に
つ
い
て
』
を
提
示
す
る
以
前
に
発
生
し
た
台
風

等
の
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
り
、
線
路
や
設
備
が
損
壊
す

る
な
ど
し
て
鉄
道
の
運
行
が
で
き
な
く
な
り
、
廃
線
ま
で

代
行
バ
ス
の
運
行
が
続
け
ら
れ
て
き
た
線
区
が
二
つ
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
二
〇
一
五
年
一
月
の
高
波
被
害
以
降
運
休
が

続
い
た
日
高
線
・
鵡
川

－

様
似
間
と
、
二
〇
一
六
年
八
月

の
台
風
一
〇
号
の
被
害
以
降
運
休
が
続
い
た
根
室
線
・
東

鹿
越

－

新
得
間
で
あ
る
。
同
二
線
区
で
は
、
線
路
等
の
損

壊
以
降
、
運
休
に
伴
う
代
行
バ
ス
の
運
行
が
続
き
、
そ
の

ま
ま
鉄
道
運
行
が
再
開
す
る
こ
と
な
く
廃
線
に
な
っ
た
。

こ
の
点
で
、
沿
線
自
治
体
な
ど
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
社

に
対
す
る
不
満
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
と
の
報
道
も
あ
る

（『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日
付
け
朝
刊
な

ど
）。

　

◇　

続
く
鉄
路
存
廃
を
め
ぐ
る
取
り
組
み

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
社
が
「
当
社
単
独
で
は
維
持
す
る
こ
と
が

困
難
な
線
区
」
と
し
て
提
示
し
て
い
る
線
区
は
、
先
ほ
ど

も
言
及
し
た
と
お
り
、「
輸
送
密
度
二
〇
〇
人
未
満
の
線

区
」
の
五
線
区
だ
け
で
は
な
い
。
以
下
に
示
す
「
輸
送
密

度
二
〇
〇
人
以
上
二
〇
〇
〇
人
未
満
の
線
区
」
の
八
線
区

も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。

①　

宗
谷
線　

名
寄

－

稚
内
間
（
一
八
三
・
二
㎞
）

②　

根
室
線　

釧
路

－

稚
内
間
（
一
三
五
・
四
㎞
）

③　

根
室
線　

滝
川

－

富
良
野
間
（
五
四
・
六
㎞
）

④　

室
蘭
線　

沼
ノ
端

－
岩
見
沢
間
（
六
七
・
〇
㎞
）

⑤　

釧
網
線　

東
釧
路

－
網
走
間
（
一
六
六
・
二
㎞
）

⑥　

日
高
線　

苫
小
牧

－

鵡
川
間
（
三
〇
・
五
㎞
）

⑦　

石
北
線　

新
旭
川

－

網
走
間
（
二
三
四
・
〇
㎞
）

⑧　

富
良
野
線　

富
良
野

－

旭
川
間
（
五
四
・
八
㎞
）

　

こ
れ
ら
八
線
区
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
社
は
、「「
安

全
な
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
」
を
持
続
的
に
維
持
す
る
た
め
の
費

用
を
確
保
で
き
な
い
線
区
」
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
今
後

の
方
針
と
し
て
、「
鉄
道
を
維
持
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、

地
域
の
皆
様
と
下
記
の
項
目
を
軸
に
相
談
を
開
始
」
し
、

「
そ
の
う
え
で
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
鉄
道
と
し
て
維
持
す

べ
き
か
ど
う
か
、
他
の
代
替
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
方
が
効
率

的
で
利
便
性
が
向
上
す
る
か
ど
う
か
検
討
を
行
う
」
と
し

て
い
る
。「
下
記
の
項
目
」と
は
、以
下
の
四
項
目
で
あ
る
。

・　

設
備
の
見
直
し
や
ス
リ
ム
化
、
ご
利
用
の
少
な
い
駅
の
廃

止
や
列
車
の
見
直
し
に
よ
る
経
費
節
減

・　

運
賃
値
上
げ
（
全
道
又
は
線
区
毎
）
に
よ
り
お
客
様
に
応

分
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
方
法

・　

沿
線
の
皆
様
に
日
常
的
に
鉄
道
を
ご
利
用
い
た
だ
く
利
用

促
進
策

・　

運
行
会
社
と
鉄
道
施
設
等
を
保
有
す
る
会
社
と
に
分
け
る

上
下
分
離
方
式

　

同
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
八
線
区
へ
の

対
応
と
し
て
は
現
在
、国
土
交
通
省
発
出
の
監
督
命
令「
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
八
年
七
月

二
七
日
）の
も
と
、線
区
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ「
事
業
計
画（
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）」
を
作
成
し
、
輸
送
密
度
や
収
支
状

況
に
お
け
る
改
善
目
標
な
ど
を
定
め
つ
つ
、
集
中
改
革
期

間
（
第
一
期
：
二
〇
一
九
～
二
〇
年
度
、
第
二
期
：
二
〇

二
一
～
二
三
年
度
）
を
設
け
て
、
利
用
促
進
や
コ
ス
ト
削

減
な
ど
の
取
り
組
み
が
線
区
ご
と
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
前

出
の
監
督
命
令
に
よ
れ
ば
、
第
二
期
集
中
改
革
期
間
が
終
わ

る
二
〇
二
三
年
度
末
に
は
、
国
に
対
し
て
「
事
業
の
抜
本
的

な
改
善
方
策
」を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る（
付
表
２
）。

　

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
鉄
道
は
住
民
生
活
や

観
光
、
物
流
を
支
え
る
重
要
な
交
通
・
生
活
・
産
業
イ
ン

フ
ラ
で
あ
り
、
そ
の
廃
止
が
地
域
に
与
え
る
影
響
は
極
め

て
大
き
い
。
こ
の
先
一
年
の
各
地
の
動
向
や
関
係
機
関
の

取
り
組
み
が
い
っ
そ
う
注
目
さ
れ
る
。

【
参
考
文
献
】

・　

佐
藤
信
之
『
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
危
機 

日
本
か
ら
ロ
ー
カ
ル
線

が
消
え
る
日
』
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月

【
参
照
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

・　

Ｊ
Ｒ
北
海
道＞

地
域
交
通
を
持
続
的
に
維
持
す
る
た
め
に

　
　
　
　

https://w
w

w.jrhokkaido.co.jp/corporate/region/

※　

最
終
参
照
は
二
〇
二
三
年
五
月
一
六
日
。

＜

編
集
部
・
正
木
浩
司＞
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＜
付
表
１
＞
　
廃
止
済
み
・
廃
止
予
定
の
５
線
区
一
覧
（
2
0
2
3
年
５
月
現
在
）
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＜付表２＞　アクションプランの策定・実施対象の路線・線区一覧（2023年５月現在）


